
　

毎
年
、
現
代
的
・
社
会
的
な

課
題
に
対
応
し
た
著
名
人
を
お
迎

え
し
、
公
開
講
座
を
行
う
飯
山
雪

国
大
学
文
化
講
演
会
。
今
年
は
７

月
14
日
㈯
に
、
数
々
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
を
生
み
出
し
、
２
０
１
８
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
西
郷
ど

ん
』
の
原
作
を
手
掛
け
た
林
真
理

子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
は
、
市
内
外
か
ら

約
４
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
時

折
笑
い
声
が
飛
び
交
う
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

林
先
生
は
「
西
郷
ど
ん
」
を
話

題
と
し
な
が
ら
、「
代
表
作
は
こ

れ
か
ら
、
生
涯
書
き
続
け
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
小
説
へ
の
思

い
が
素
晴
ら
し
い
」「
力
強
い
講

演
で
、
元
気
を
も
ら
え
た
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
講
演
が
終
わ
る

と
書
籍
を
買
い
求
め
る
人
の
姿
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
と
い
う
形
で
は
あ
り
ま

す
が
、
林
真
理
子
先
生
と
触
れ
合

え
た
こ
と
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ

る
講
演
が
聞
け
た
こ
と
は
、
参
加

者
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

わ
れ
る
場
所
で
す
。
記
念
写
真
を

収
め
た
後
、
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
隊

は
掘
割
へ
と
戻
り
、
柳
原
公
民
館

特
製
の
ト
ン
汁
に
汗
を
流
し
な
が

ら
お
腹
い
っ
ぱ
い
た
べ
ま
し
た
。

　

越
後
と
飯
山
を
結
ん
だ
「
塩
の

道
」
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
い

く
事
で
し
ょ
う
。

　
７
月
22
日
㈰
、
古
道
の
草
刈
り

と
学
習
登
山
を
合
わ
せ
た
富
倉
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
、
飯

山
市
内
外
か
ら
１
０
０
人
余
り
の

皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
ま
ず
は
地

域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
古
道
の
草

刈
り
が
行
わ
れ
、
こ
の
後
に
学
習

活
動
と
し
て
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

古
道
の
途
中
に
は
、
馬
頭
観
音

や
庚
申
塔
、
観
世
音
菩
薩
が
点

在
し
て
お
り
、
今
回
は
専
門
部
員

に
よ
り
、
地
域
の
文
化
財
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

掘
割
に
到
着
後
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

製
の
兜
を
か
ぶ
り
上
杉
軍
に
扮
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
我
先
に
と
競

い
な
が
ら
、元
気
よ
く
「
大
将
陣
」

へ
と
歩
き
出
し
ま
し
た
。「
大
将

陣
」
と
は
上
杉
謙
信
が
川
中
島
に

行
く
途
中
、
兵
を
休
ま
せ
た
と
い

　

ゲ
ー
ム
、
マ
ン
ガ
も
な
い
生
活

の
通
学
合
宿
中
は
、
空
き
時
間
を

皆
で
ど
う
過
ご
す
か
考
え
ま
す
。

境
内
を
走
り
回
っ
た
り
、
池
の
生

き
物
を
観
察
し
た
り
と
、
学
年
性

別
関
係
な
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

横
山
禅
師
に
鐘
楼
へ
案
内
し
て
も

ら
い
、
力
い
っ
ぱ
い
鐘
を
突
く
姿

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
終
わ
り
の
会
で
は
、

参
加
し
た
児
童
に
修
了
証
が
手
渡

さ
れ
、「
家
に
帰
っ
た
ら
お
手
伝
い

を
し
て
あ
げ
た
い
」「
通
学
合
宿

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
い
」

な
ど
、
こ
の
通
学
合
宿
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
や
、
両
親
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

正
受
老
人
が
残
し
た
一
日
暮
ら

し
の
教
え
を
、
ほ
ん
の
少
し
で
す

が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
通
学
合
宿

と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
と
夜
に
は
坐
禅
を
行
い
ま

す
。
小
菅
住
職
の
指
導
の
も
と
、

足
の
組
み
方
、
呼
吸
、
目
の
開
け

方
を
学
び
ま
し
た
。
遊
ぶ
時
に
は

元
気
な
子
ど
も
た
ち
も
、
坐
禅
に

な
る
と
慣
れ
な
い
姿
勢
に
苦
労
を

し
な
が
ら
も
、
静
か
に
集
中
し
、

小
菅
住
職
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

１
日
１
回
、
座
禅
堂
や
お
風

呂
、
庫く

り裏
の
掃
き
掃
除
と
雑
巾
が

け
を
し
ま
す
。
初
日
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
た
掃
除
も
最
終
日
に
は

慣
れ
た
様
子
で
、
指
導
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
ま
で
も
自
分
た
ち
で
気

付
き
、
協
力
し
あ
っ
て
掃
除
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
㈰
、
９
日
㈪
、
10
日

㈫
、
正
受
庵
通
学
合
宿
が
飯
山
小

学
校
、
飯
山
市
社
会
教
育
委
員
、

正
受
庵
保
存
会
の
協
力
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
飯
山
小

学
校
の
４
、５
、６
年
生
14
名
が
小

菅
宗
真
住
職
、
横
山
文
由
禅
師
、

社
会
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
正
受
庵
で
２
泊
３
日
の
共
同
生

活
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
共
同
作
業
は
食
事
の

準
備
で
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
な

が
ら
食
材
を
切
っ
た
り
、
食
器
を

並
べ
た
り
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を

こ
な
し
ま
す
。
食
事
中
は
禅
宗
の

教
え
に
よ
り
音
を
立
て
ず
に
静
か

に
食
べ
、
朝
に
は
、
自
分
た
ち
の

作
っ
た
食
事
か
ら
生さ

ば飯
（
自
分
の

食
物
か
ら
取
り
分
け
た
飯
粒
）
を

と
り
、
池
の
生
き
物
に
与
え
る
こ

と
で
他
に
施
し
を
す
る
心
や
、
思

い
や
り
の
心
を
持
つ
教
え
を
学
び

ま
し
た
。
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一
日
暮
ら
し
に
学
ぶ

生
涯

学
習
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市立飯山図書館 ☎ 62-1118
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いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

飯山の文化財

昨年新たに市
指定文化財に
指 定 さ れ た
「釜渕遺跡の
祭祀遺物」の
一 つ。 全 長
20 センチ程
の木簡で、片

面には鎌倉時代にあたる永仁
４年（1296）の墨書があり、
もう片面には「急急如律令」
の呪文が記されている。この
木簡が出土した遺構からは鳥
形の木製品、すりこぎ、漆椀
などが同時に出土しており、
雨乞いなどの祭祀をおこなっ
た場所であるとみられる。

「釜渕遺跡の祭祀遺物」
のうち 呪符木簡

だより

林
真
理
子
氏
講
演
会

明
治
１
５
０
年
記
念 

飯
山
雪
国
大
学
文
化
講
演
会

正
受
庵
通
学
合
宿

坐 

禅

食 

事

掃 

除

「
小
説
を
書
く
時
間
」

柳
原
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催

富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

遊 

び



日

13:30 ～
9/23 炭焼き（窯出し）体験

とんぼの里活性化委員会主催  秋津公民館共催

◆場所 ： 秋津農村公園「とんぼの里」
◆持ち物 ： 長袖、長ズボン、長靴、綿又は皮手袋、飲み物持参
◆参加料 ： 無料
◆募集締切 ： 9 月１4日（金）　午後５時まで　
◆注意事項 ： 高温となるため、プラスチックレンズのメガネ着用の方はご注意ください。
◆申込先 ：秋津公民館　☎ 62-2330

岡山地区歴史文化講演会
岡山公民館＆飯山市公民館共催

　岡山公民館では岡山の郷土の歴史を後世に伝えていくべく、飯水の歴史・民俗・文化多方面にわたって調査・研究をされて
いる宮下健司氏を招き、岡山地区歴史文化講演会を開催します。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

　秋津公民館では、炭焼き（窯出し）の体験会を行います。炭焼きの熱を体感しながら、
みんなで楽しく炭焼きをしよう！！

◆場所 ： 岡山地区活性化センター
◆参加料 ： 無料　
◆講演内容 ： 岡山の自然（四季折々の風景）
  伝統文化（社寺）
  交通通信（千曲川の通船）
  岡山地区の著名人（石油企業家など）等
◆問合先 ：岡山公民館　☎ 69-2010

9/24
13:30～１5:30

演題「岡山の風土と暮らし」
講師  宮下 健司　氏

9/89/2018 土

13:30～ 15:00（開場13:00）
飯山市文化交流館 なちゅら

大ホール（入場無料）

満州 奇跡の脱出
‐わが父、丸山邦雄の足跡 ‐

ポール邦昭マルヤマ
　邦人１５０万人もの満州引き揚げに尽力した丸山邦雄氏（富倉地
区滝ノ脇出身）。その足跡を「満州 奇跡の脱出」の著者で、丸山邦
雄氏の三男、ポール 邦昭 マルヤマ氏から講演をいただきます。

飯山市雪国大学平和講演会

ウィーン室内楽アンサンブル演奏会

　

７
月
19
日
㈭
、
飯
山
市
公
民

館
に
お
い
て
、
女
性
セ
ミ
ナ
ー
第

３
回
講
座
『
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
を
使
っ
た
壁
飾
り
づ
く
り
』

が
開
催
さ
れ
、
市
内
33
名
の
女
性

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
は
、

生
花
に
保
存
液
と
着
色
料
を
吸
わ

せ
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、
鮮
や

か
な
色
合
い
や
、
柔
ら
か
い
質
感

な
ど
を
長
期
間
維
持
で
き
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
講
師
の
青
木
律
子

先
生
の
指
導
の
も
と
、
ボ
ン
ド
で

好
み
の
花
々
を
接
着
し
な
が
ら
無

事
に
壁
飾
り
が
完
成
す
る
と
、
最

後
は
即
席
展
覧
会
。
会
場
は
お
互

い
の
作
品
を
称
賛
し
あ
う
黄
色
い

歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

2018.9.12 開場 18：30
開演 19：00

飯山市文化交流館 なちゅら

モーツァルト　クラリネット五重奏KV581　ほかプログラム

ウィーン室内楽アンサンブル　【ビルギット・コーラ（ヴァイオリン）、アッティラ・セケリィ（チェロ）、ローマン・
ベルンハルト（ヴィオラ）、ヘルムート・ラッキンガー（ヴァイオリン）、アンドレアス・シャーブラス（クラリネット）】

出　演

入場料 ： 1,000円（全席自由）

一般財団法人長野県文化振興事業団

飯山市文化交流館なちゅら（℡ 0269-67-0311）
ホクト文化ホール（℡ 026-226-0008）

入  場  料
プレイガイド

主　催
飯山市、飯山市教育委員会ほか共　催

　

７
月
28
日
㈯
、
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
、
み

ん
な
の
お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば
第
２
回

「
流
し
そ
う
め
ん
と
プ
ー
ル
あ
そ

び
」
が
飯
山
市
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
15
組
35
名
と
多
く
の

親
子
連
れ
が
参
加
し
た
恒
例
企

画
。
当
日
は
近
づ
く
台
風
の
影
響

も
あ
っ
て
時
折
小
雨
も
交
じ
る
お

天
気
模
様
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
蒸
し
暑
さ

も
手
伝
っ
て
水
遊
び
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
後
半
の
流
し
そ

う
め
ん
が
始
ま
る
と
、
今
度
は
大

人
も
本
領
発
揮
。
子
ど
も
に
負

け
じ
と
竹
に
箸
を
伸
ば
し
て
涼
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の

お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば

月・祝
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女
性
セ
ミ
ナ
ー



　

私
た
ち
二
輪
草
の
会
は
、
平
成

23
年
に
北
信
シ
ニ
ア
大
学
終
了
後

に
発
足
し
た
水
墨
画
の
サ
ー
ク
ル

で
す
。

　

現
在
会
員
は
７
名
で
、
そ
れ
ぞ

れ
予
定
の
つ
く
時
に
参
加
し
て
、

講
師
の
吉
越
窿
師
先
生
に
教
え
て

い
た
だ
き
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
年
２
作
品
を
目

標
に
制
作
を
進
め
て
お
り
、
毎
年

12
月
に
は
干
支
の
絵
も
制
作
し
て

い
ま
す
。
ま
た
水
墨
画
の
制
作
以

外
に
も
食
事
会
を
行
っ
た
り
、
希

望
者
は
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
（
水
墨

画
協
会
北
信
支
部
主
催
）
に
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
飯

山
市
民
芸
術
祭
や
市
内
各
施
設

に
展
示
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自

宅
に
飾
っ
て
楽
し
む
事
も
で
き
ま

す
。

　

水
墨
画
と
い
う
と
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
員
の
中
に
は
、
絵
画
や
水

墨
画
を
描
く
の
が
初
め
て
だ
っ
た

方
も
い
ま
す
し
、
途
中
か
ら
会
員

に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。
で
も
吉

越
先
生
に
基
本
か
ら
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
け
る
の
で
、
現
在
は
皆

と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
水
墨
画
を
描
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
方
で
も
外
国
人
の

方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

二
輪
草
の
会
は
、
毎
月
第
２
・

４
月
曜
日
の
午
前
中
、
飯
山
市
公

民
館
１
０
３
教
室
で
開
催
し
て
い

ま
す
。入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

飯
山
市
公
民
館
に
電
話
で
確
認

後
、
直
接
開
催
日
に
ご
来
館
く
だ

さ
い
。　

ボランティア募集!!

米林雄一彫刻展 
宇宙への眼差し
9月1日（土）～11月4日（日）

1：微空音－Ⅱ（1987 年 ～ 1992 年）
2：椅子と机（1974 年 ～ 1976 年）
3：微極音（2004 年）

微形音　2015年 80×120×30㎝ステンレス、スプルース材、グラファイト

1

2

3

【開　館】9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
【休館日】月曜日（9/17･24･10/8 は開館・9/18･25･10/9 は閉館）
【入館料】一般 300 円、市内小中学生は無料
【問合先】☎ 62-1501

飯山戦争から150年
～飯山市ふるさと館 秋季企画展～

開館時間 ： 午前9時から午後6時（入館は午後5時30分まで）
  ※12月1日より閉館時間が午後5時となります。
休 館  日 ： 毎週月曜日（月曜祝日の場合は翌平日）
入 館 料 ： 大人200円　小中学生100円
  ※市内小中学生は無料
問 合 先 ： 飯山市ふるさと館　☎67-2030 飯山藩の使用した合印（個人蔵）

平成３０年９月２２日（土）～１２月１６日（日）

　9/29・30開催の「ふるさと館秋まつり」を
一緒に楽しみませんか？
中高生も大歓迎！半日でも助かります！ご連絡
お待ちしています。

【試験会場】 飯山市文化交流館なちゅら2階　多目的ルーム2
【検 定  級】 ◇初級　◇上級　◇マイスター
  ※検定級は初級から始まり、合格すると上位の検定が受けられます。
【受 験 料】 1000円
【申込締切】 9月22日（土）までにふるさと館へお申込みください。
【申 込 先】 飯山市ふるさと館　☎67-2030

9月29日（土）13：00～試験日

　飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴史・文化を知り、
その魅力を再発見するものです。

問合先：飯山市ふるさと館　☎67-2030

水
墨
画
サ
ー
ク
ル

二
輪
草
の
会
へ
よ
う
こ
そ

飯
山
市
公
民
館 
サ
ー
ク
ル
紹
介
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◇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

  

７
月
22
日
㈰
11
字
町
、
57
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

字
町
対
抗
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
勝　
　

新
町

準
優
勝　

北
町

第
３
位　
上
倉

◇
駅
伝
飯
山
チ
ー
ム
練
習
始
動

　

10
月
７
日
㈰
開
催
の
飯
山
市
駅

伝
大
会
で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

・
期
日　
８
月
27
日
〜
10
月
５
日

の
毎
週
月
、
金
曜
日

小
学
生　

午
後
６
時
〜
７
時　

中
学
生
以
上　

午
後
７
時
〜
８
時

・
場
所　

飯
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

・
期
日　
９
月
17
日
㈪
・
祝

午
前
10
時
か
ら

・
場
所　

飯
山
市
文
化
交
流
館
な

ち
ゅ
ら

・
対
象
者　

本
年
70
歳
と
75
歳
以

上
の
方

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

☎
62
０
５
５
５

◇
瑞
穂
地
区
大
運
動
会

　
８
月
26
日
㈰
に
今
年
も
芝
生
の

瑞
穂
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。

７
月
20
日
の
抽
選
に
よ
り
対
戦
相

手
も
決
ま
り
、
開
催
要
項
も
以

前
よ
り
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。『
走

れ
新
幹
線
』
で
は
、
今
年
は
何
を

借
り
て
く
れ
ば
良
い
の
か
、
開
け

て
み
て
の
お
楽
し
み
！
瑞
穂
地
区

の
皆
さ
ん
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
柳
原
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　
７
月
８
日
㈰
長
く
降
り
続
い
た

雨
も
あ
が
り
、
無
事
に
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熱

戦
の
結
果
、
今
年
も
南
条
チ
ー
ム

が
と
も
に
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

（
飯
山
市
屋
内
運
動
場
）

優
勝　
　

南
条
チ
ー
ム

準
優
勝　

藤
ノ
木
チ
ー
ム

第
３
位　
山
口
チ
ー
ム

〇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

（
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
・
１
〜
18
ホ
ー
ル
）

団
体
の
部

優
勝　
　

南
条
チ
ー
ム

に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
木
島
小
学
校
４
年

生
の
児
童
27
名
と
一
般
参
加
者
を

含
め
41
名
で
、
山
水
元
神
社
宮
司

の
長
坂
崇
頼
氏
を
講
師
に
社
務
所

で
座
学
の
後
、
歴
史
を
今
に
伝
え

る
須
賀
川
と
深
沢
村
水
論
に
よ
り

作
ら
れ
た
分
水
枡
を
観
察
、
カ
ヤ

ノ
平
で
は
大
沢
堰
を
観
察
後
皆
で

楽
し
い
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

◇
第
62
回
木
島
地
区
市
民
運
動
会

・
期
日　
　
８
月
26
日
㈰
８
時
〜

・
場
所　
　

木
島
小
学
校グ

ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

☎
62
０
５
５
５

◇
飯
山
市
駅
伝
大
会

木
島
チ
ー
ム
結
成
式

・
日
時　
　
９
月
３
日
㈪

午
後
６
時
30
分
〜

・
場
所　
　

木
島
公
民
館

◇
第
22
回
千
曲
川
・
川
遊
び

　
７
月
22
日
㈰
猛
暑
の
中
、
地
区

内
外
か
ら
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
作

り
い
か
だ
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
７
艇
、

60
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

連
日
の
猛
暑
に
よ
り
千
曲
川
の

水
位
が
低
下
し
、蓮
河
川
敷
か
ら

の
出
航
を
中
央
橋
カ
ヌ
ー
ポ
ー
ト

に
変
更
し
実
施
を
し
ま
し
た
。
無

事
全
艇
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
人
も
子
供
も
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
く
川
遊
び
を
堪
能
し
ま
し
た
。

◇
木
島
水
の
学
習

　
７
月
20
日
㈮
第
２
回
「
水
の
学

習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
島
地
区
に
広
が
る
水
田
を
潤

す
水
は
、
約
３
２
０
年
前
の
先
人

た
ち
の
大
変
な
努
力
が
あ
っ
て
今

・
期
日　
９
月
25
日
㈫
午
後
２
時
〜

・
場
所　
上
町　

善
覚
寺

・
読
経　

飯
山
地
区
各
寺
院
一
同

◇
秋
津
地
区
運
動
会
・
綱
引
き

大
会

　
７
月
１
日
㈰　

猛
暑
の
中
、
秋

津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

過
去
２
年
間
は
雨
天
に
よ
り
中
止

と
な
り
、
３
年
ぶ
り
の
運
動
会
と

な
り
各
種
目
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

○
運
動
会

優
勝　
　
大
久
保

準
優
勝　

飯
駒

第
３
位　

秋
津
中
央

〇
綱
引
き
大
会

優
勝　
　
大
久
保
（
３
連
覇
）

準
優
勝　

荒
船

第
３
位　

北
組

準
優
勝　

藤
ノ
木
チ
ー
ム

第
３
位　
四
ツ
屋
チ
ー
ム

◇「
松
代
焼 

松
代
窯 

陶
芸
教
室
」

外
様
公
民
館
・
柳
原
公
民
館
女

性
部 

共
催

・
期
日　
９
月
１
日
㈯

午
前
９
時
〜
12
時
頃
ま
で

・
場
所　

柳
原
公
民
館

・
参
加
費　
１
，
５
０
０
円
〜

・
締
切　
　
８
月
17
日
ま
で

・
申
込
先 

柳
原
公
民
館

☎
62
５
５
６
２

 

外
様
公
民
館

☎
62
１
０
２
９

※
柳
原
地
区
の
方
は
柳
原
公
民

館
、
外
様
地
区
の
方
は
外
様
公
民

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
区
民
旅
行

・
期
日　
７
月
22
日
㈰

・
行
先　

富
山
方
面
、
海
王
丸
パ

ー
ク
ほ
か　

　

暑
い
一
日
で
し
た
が
、
19
名
の

参
加
が
あ
り
、
海
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

◇
今
後
の
予
定　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
期
日　
９
月
30
日
㈰

◇
ス
ゲ
刈
り
の
実
施

　

12
月
２
日
㈰
に
開
催
の
「
し
め

縄
を
作
ろ
う
」
の
材
料
で
あ
る
ス
ゲ

刈
り
を
７
月
９
日
に
行
い
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

・
期
日　
８
月
26
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜

・
場
所　

常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

新
種
目
も
加
わ
り
ま
し
た
。
全

員
で
楽
し
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
秋
の
寄
せ
植
え
講
座

　

９
月
20
日
㈭
常
盤
公
民
館
に

お
い
て
寄
せ
植
え
講
座
を
行
い
ま

す
。
季
節
の
花
を
組
み
合
わ
せ
、

皆
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
な
お
完
成
し
た
作

品
は
文
化
祭
等
に
展
示
予
定
で

す
。

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

・
日
時　
　
９
月
17
日
㈪
・
祝

午
後
２
時
〜

・
場
所　
　

常
盤
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー

※
対
象
の
方
に
は
、
公
民
館
よ
り
連

絡
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
敬
老
会
・
合
同
金
婚
式

　

９
月
24
日
㈪
・
祝
に
ト
ピ
ア
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。75
歳
以
上

の
方
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
結
婚
50
周
年
の
ご
夫
妻
に
ご

案
内
を
さ
し
あ
げ
る
予
定
で
お
り

ま
す
が
、
ど
の
ご
夫
妻
を
金
婚
式

へ
招
待
す
れ
ば
よ
い
か
の
把
握
は
、

民
生
委
員
さ
ん
に
よ
る
聞
き
取
り

に
頼
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

漏
れ
落
ち
に
よ
り
「
金
婚
式
の
年

な
の
に
案
内
が
届
か
な
い
」
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
合

同
金
婚
式
は
次
の
ご
夫
妻
が
該
当

に
な
り
ま
す
。

　

①
昭
和
43
年
12
月
末
ま
で
に

結
婚
さ
れ
た
ご
夫
妻
②
昭
和
43

年
以
前
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
妻

で
、
ま
だ
合
同
金
婚
式
に
招
待
さ

れ
て
い
な
い
ご
夫
妻 

※
太
田
地
区

在
住
の
方
で
上
記
①
②
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
担
当
民
生
委
員
も
し

く
は
太
田
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

☎
65
４
５
７
９

◇
岡
山
公
民
館
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
開
催

　
７
月
12
日
㈭
に
飯
山
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
、
田
中
淳
講
師
を

迎
え
本
年
度
は
温
井
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
で
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨

の
中
で
し
た
が
参
加
者
は
、
幅
広

い
年
齢
層
の
中
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
ー
ル
を
使
い
、

体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
、
そ
し
て
正

し
い
歩
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
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太

田

岡

山

木

島

瑞

穂

常

盤

飯

山

柳

原

秋

津

外

様

富

倉

　青少年の芸術文化活動を発表する機会を通じ、芸術文化に対する関心を高め、青少年の健全な育成と
市民文化の高揚を図る目的で、今年度も飯山市青少年芸術祭を開催いたします。

■期　　日　11月3日（文化の日）【舞台発表の部】
■会　　場　飯山市文化交流館なちゅら 大ホール 
■開催部門および種目【舞台発表の部】
　●音楽部門（合唱、吹奏楽、合奏等）　●芸能部門（民俗芸能等）
　●演劇部門（児童劇、人形劇等）　●舞踏部門（ダンス、民踊、バレエ等）
■参加資格 原則として市内の小中学生、高校生で構成する
  クラブ、学校および民間活動グループとする。
■申 込 先 飯山市公民館（62-3342）
■申込締切 ９月 13日（木） 　

第３９回 飯山市 舞台部門参加者募集!!
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宛 

字 

百 

景　
　
　
　
　
　
　

 

　

漢
字
と
日
本
語
の
結
び
目
を

と
き
ほ
ぐ
す

◇ 図書館カレンダー ◇
9/1 土
2 日 10:30 ～おはなしひろば
3 月 休館日
4 火
5 水 移動図書館車①北原 ･常盤
6 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
7 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート
10 月 休館日
11 火
12 水 移動図書館車③温井 ･秋津
13 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車④太田 ･富倉
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月
18 火 休館日（祝日振替）
19 水 移動図書館車①北原 ･常盤
20 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば
24 月
25 火 休館日（祝日振替）
26 水 移動図書館車③温井 ･秋津
27 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車④太田 ･富倉
29 土 学びのエリア秋まつり

　　　（図書館まつり）30 日
■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

八坂書房  

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご利用状況、
貸出・予約ランキングなどの確認と、蔵書検索と資料の予約、
新刊・新着資料検索、パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

あ
り
が
と
う 

国
際
交
流
員
シ
ャ
ノ
ン
さ
ん

　
英
語
版 

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
を
開
催 

趣　
味
・
実　
用

認
知
症
予
防
に
お
す
す
め
図
書
館
利
用
術　
２

結
城 

俊
也

困
っ
た
老
人
の
ト
リ
セ
ツ

和
田 

秀
樹

動
物
た
ち
の
す
ご
い
ワ
ザ
を
物
理
で
解
く

マ
テ
ィ
ン　
ド
ラ
ー
ニ

Ｚ
ｏ
ｏ
っ
と
た
の
し
ー
!
動
物
園

小
宮 

輝
之

詳
し
く
わ
か
る
脳
梗
塞
の
治
療
と
安
生
活

高

木 

誠

世
界
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
を
変
え
た
超
一
流
の
食
事
術

ア
イ
ザ
ッ
ク　H.

ジ
ョ
ー
ン
ズ

ス
テ
キ
を
作
る60

代
か
ら
の
ソ
ー
イ
ン
グ

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

ゼ
ロ
か
ら
分
か
る
!
日
本
茶
の
楽
し
み
方

ブ
レ
ケ
ル　
オ
ス
カ
ル

自
分
で
直
せ
ば
断
然
お
得!

身
の
ま
わ
り
の
修
理
の
教
科
書

西
沢 
正
和

虫
と
い
っ
し
ょ
に
家
庭
菜
園

小
川 
幸
夫

食
べ
る
薬
草
・
山
野
草
早
わ
か
り

主
婦
の
友
社

海
を
渡
っ
た
ニ
ッ
ポ
ン
の
家
具

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
出
版

短
く
て
も
気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
・
は
が
き
・
一
筆
箋
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

杉
本 

祐
子

葉
室
麟 

洛
中
洛
外
を
ゆ
く
。

葉

室 

麟

よ　
み　
も　
の

ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ

青
山 

七
恵

地
に
滾
る

あ
さ
の 

あ
つ
こ

赤
い
風

梶 

よ
う
子

泥
濘

黒
川 

博
行

焦
土
の
刑
事

堂
場 

瞬
一

能
面
検
事

中
山 

七
里

彼
女
は
頭
が
悪
い
か
ら

姫
野 

カ
オ
ル
コ

十
字
屋
敷
の
ピ
エ
ロ

東
野 

圭
吾

大　
活　
字

悔
い
の
な
い
人
生

齋

藤 

孝

そ
の
「
1
錠
」
が
脳
を
ダ
メ
に
す
る

宇
多
川 

久
美
子

妻
恋
坂　
上
・
下

北
原 

亞
以
子

プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン　
１
〜
４

楡 

周

平

お
れ
は
清
麿　
１
〜
３

山
本 

兼
一

郷　
　
　
土

信
濃
畸
人
傳

高

井

蒼

風

満
州
分
村
の
神
話 

大
日
向
村
は
、
こ
う
描
か
れ
た

伊
藤 

純
郎

ふ
る
さ
と
の
情
景

小
池  

博
子

文　
　
　
庫

下
町
ロ
ケ
ッ
ト

池
井
戸 

潤

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

「
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
」　　
　
　
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
設
置
し
て
い
ま
す　

　

図
書
館
で
は
、
時
宜
に
あ
っ

た
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
や
ミ
ニ
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
び
の
エ
リ
ア
（
公
民

館
・
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
・
ふ
る

さ
と
館
・
美
術
館
・
な
ち
ゅ
ら
）

で
の
企
画
展
や
催
事
に
併
せ
ミ
ニ

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、
各

館
で
の
展
示
や
鑑
賞
に
ち
な
ん
だ

本
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
貸
出
も
で
き
ま
す
。

　

学
び
の
エ
リ
ア
に
来
ら
れ
た
と

き
は
、
ぜ
ひ
、
図
書
館
に
も
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　市立飯山図書館では、｢学びのエリア秋
まつり｣ の前日準備、当日お手伝いいただ
ける方を募集しています。
　また、ご家庭で眠っている不要本があり
ましたら、｢学びのエリア秋まつり｣ に行う
本のリサイクル市に向け、ご提供をお願い
します。
　寄贈本の持ち込み受付は、前日の9月
28日㈮まで行っておりますので、図書館
カウンターまでお持ちください。
　なお、残った本の取り扱いは、図書館に
お任せください。

図書館まつり（学びのエリア秋まつり）
9 月 29 日㈯ 30 日㈰
ボランティアを募集中

不要本提供のお願い（本のリサイクル市）
☎６２－１１１８

　

図
書
館
で
は
毎
週
（
第
２
を
除

く
）
日
曜
日
に
「
お
は
な
し
ひ
ろ

ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
シ
ャ
ノ
ン
さ

ん
が
特
別
参
加
で
５
月
27
日
は

｢From
 H
ead to toe｣

（
で
き
る

か
な 
あ
た
ま
か
ら
つ
ま
さ
き
ま
で
）

と｢Today Is M
onday｣

(

月

よ
う
び
は
な
に
た
べ
る
?)

の
２

冊
を
、
7
月
22
日
は｢Brow

n 
Bear Brow

n Bear.W
hat D

o 
You See

?｣

（
く
ま
さ
ん
く

ま
さ
ん
な
に
み
て
る
の
？
）
と

｢W
e're　

G
oing O

n a Bear 
H
unt｣

（
き
ょ
う
は
み
ん
な
で
ク

マ
が
り
だ
）
の
２
冊
を
日
本
語
を

交
え
な
が
ら
英
語
で
読
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
一
緒
に

身
体
を
動
か
し
た
り
、
手
遊
び
も

日
本
語
と
英
語
で
歌
い
な
が
ら
楽

し
そ
う
で
し
た
。
2
回
目
は
ア
ル

ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
持
っ
て
き

て
、
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ノ
ン
さ
ん
は
7
月
24
日
が

最
後
の
勤
務
で
し
た
が
、
帰
国
前

の
忙
し
い
中
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

働
く
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
た

 　

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習

　

7
月
24
、
25
日
に
城
南
中
学

校
2
年
生
4
名
の
生
徒
が
市
立

飯
山
図
書
館
で
職
場
体
験
学
習

を
行
い
、
図
書
館
の
仕
事
を
と
お

し
て
働
く
こ
と
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

1
日
目
は
、
館
内
清
掃
か
ら

体
験
。
飯
山
と
図
書
館
に
関
す
る

記
事
の
新
聞
チ
ェ
ッ
ク
、
館
内
の

見
学
後
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
配

架
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務

の
ほ
か
、
笹
本
文
庫
の
受
入
等
、

表
か
ら
は
見
え
な
い
作
業
や
、
お

す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー
の
作
成
。
ｉ

ネ
ッ
ト
の
収
録
に
望
み
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
体
験
を
と
お
し
て
市

立
図
書
館
の
裏
側
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
職
場
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
市
立
飯
山
図
書

館
を
多
く
の
中
学
生
に
知
っ
て
も

ら
い
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　山車・浮石糖・取次筋斗…これら
の漢字、なんと読むかわかりますか？
左からダシ・カルメラ・シドロモドロ
と読みます。本書では、これらの読
めそうで読めない宛字を108語収録
し分かりやすく解説しています。
　十八番の読み方は知っているけれ
ど、なぜ「おはこ」と読ませるの？と
一度でも思ったことのある方はぜひ
読んでみてくださいね。


